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４
月
の

ア
ー
ネ
ス
ト
（
福
岡
）

鉄
砲
町
に
２
店
目
の
ゴ
ル
フ
バ
ー

飲
食
店
、
宿
泊
施
設
経
営
な
ど
の
�株
ア

ー
ネ
ス
ト
（
福
岡
市
、
米
山
勝
郎
社
長
）

は
４
月
４
日
、
中
区
鉄
砲
町
五
―
一
六
の

広
島
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
地
階
に
広
島
地
区
二

店
目
の
「
Ｇ
ｏ
ｌ
ｆ
Ｂ
ａ
ｒ
７
２
広
島
鉄

砲
コ
ー
ス
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

実
在
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
再
現
し
た
ス

ク
リ
ー
ン
に
向
か
っ
て
打
つ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ゴ
ル
フ
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
飛

距
離
・
方
向
・
曲
り
具
合
な
ど
を
瞬
時
に

判
断
。
ク
ラ
ブ
や
手
袋
、
シ
ュ
ー
ズ
は
無

料
で
貸
し
出
す
。
約
二
四
〇
�
�
で
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
は
個
室
タ
イ
プ
が
四
ブ
ー
ス
。

一
ブ
ー
ス
の
利
用
料
は
一
時
間
六
〇
〇
〇

円
で
四
人
ま
で
利
用
で
き
る
が
、
そ
の
う

ち
一
つ
は
八
〜
一
〇
人
ま
で
対
応
で
き
る

Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム（
同
一
万
円
）と
し
た
。
ワ

イ
ン
セ
ラ
ー
や
食
事
の
で
き
る
バ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
席
も
設
け
る
。
ゴ
ル

フ
バ
ー
は
昨
秋
の
広
島
袋
コ
ー
ス
に
続
き

今
年
２
月
に
福
岡
大
名
店
を
オ
ー
プ
ン
し

て
お
り
、
４
月
中
旬
に
は
山
口
で
四
店
目

を
開
業
予
定
。

錦
建
設
、
現
場
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
導
入

総
合
建
設
業
の
錦
建

設
�株
（
中
区
国
泰
寺

町
二
丁
目
五
―
四
、

迫
谷
富
三
社
長
）
は
、
自
社
が
作
業
す
る

工
事
現
場
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
を
設
置
す
る
。

万
一
の
場
合
に
は
作
業
員
に
使
う
ほ
か
、

付
近
の
住
民
に
も
活
用
し
て
も
ら
う
。
中

区
の
現
場
二
ヵ
所
に
４
月
２
日
設
置
し
、

呉
、
三
次
、
庄
原
市
の
現
場
に
も
順
次
置

く
。
一
台
当
た
り
月
額
六
四
〇
五
円
で
広

島
綜
合
警
備
保
障
と
リ
ー
ス
契
約
し
た
。

２
社
の
私
募
債

広
銀
が
受
託

�株
広
島
銀
行
は
出
版
・

人
材
仲
介
業
の
�株
ザ
メ

デ
ィ
ア
ジ
ョ
ン
（
西
区

田
方
二
丁
目
一
〇
―
二
一
、
山
近
義
幸
社

長
）
が
３
月
２５
日
に
発
行
し
た
第
一
回
無

担
保
社
債
五
〇
〇
〇
万
円（
期
間
七
年
）、

紙
・
紙
製
品
卸
売
業
の
東
洋
紙
商
事
�株（
西

区
商
工
セ
ン
タ
ー
六
丁
目
一
―
一
二
、
森

信
男
社
長
）
が
３
月
２１
日
発
行
し
た
第
二

回
無
担
保
社
債
五
〇
〇
〇
万
円
（
期
間
五

年
）
を
受
託
し
た
。

もも
よよ
おお
しし

∧
県
立
産
業
会
館
∨

▽
と
う
か
祭
（
１９
〜
２０
日
）
中
石
産
業
。

▽
新
商
品
発
表
会
（
２３
〜
２４
日
）
ア
イ
カ

工
業
。

▽
春
の
墓
石
大
展
示
会
（
２６
〜
２９
日
）
お

墓
の
日
光
。

∧
中
小
企
業
会
館
∨

▽
広
島
ど
て
ら
い
市
（
１２
〜
１４
日
）
ヤ
マ

ゼ
ン
ク
リ
エ
イ
ト
広
島
支
店
。

▽
Ｈ
Ｕ
Ｃ
バ
イ
ク
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
２２
日
）

広
島
県
二
輪
自
動
車
�協
。

▽
骨
董
＆
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ｉ
ｎ
広
島
（
２５

〜
２７
日
）
同
実
行
委
員
会
。

▽
た
べ
る
た
い
せ
つ
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
西
エ

リ
ア
（
２７
日
）
生
協
ひ
ろ
し
ま
。

生
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
は

お
母
さ
ん
か
ら
免

疫
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
半
年
経

つ
と
母
由
来
の
免
疫
は
消
失
し
ま
す
。
そ

の
た
め
乳
幼
児
期
に
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ

の
カ
ゼ
に
か
か
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
タ

イ
プ
の
カ
ゼ
に
か
か
る
こ
と
で
免
疫
が
蓄

積
し
、
小
学
生
以
降
で
カ
ゼ
を
ひ
く
こ
と

は
稀
に
な
り
ま
す
。

免
疫
学
的
に
乳
幼
児
期
に
カ
ゼ
に
か
か

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
両
親
が

共
働
き
で
保
育
園
を
利
用
し
て
い
る
場
合
、

子
ど
も
が
カ
ゼ
な
ど
の
病
気
に
な
る
と
困

り
ま
す
。
親
が
仕
事
を
休
め
た
り
、
近
く

に
祖
父
母
が
い
て
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
そ
の
よ

う
な
家
庭
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小

児
科
医
院
で
診
療
を
し
て
い
る
と
、
遠
く

（
岡
山
や
福
岡
）か
ら
お
祖
母
さ
ん
が
孫
の

看
病
に
来
広
さ
れ
る
お
家
も
あ
る
こ
と
を

み
ず
ぼ
う
そ
う

知
り
ま
す
。
ま
た
、「
水
痘
で
す
。一
週
間

は
保
育
園
に
行
け
ま
せ
ん
。」と
言
う
と「
職

場
を
一
週
間
も
休
め
な
い
。」と
言
わ
れ
た

り
、子
ど
も
が
し
ば
し
ば
カ
ゼ
で
発
熱
す
る

と「
仕
事
を
辞
め
な
い
と
い
け
な
く
な
る
。」

と
言
わ
れ
る
お
母
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。

病
児
保
育
室
は
、
病
気
の
子
ど
も
を
預

か
る
施
設
で
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
昼
間

に
保
育
と
看
護
を
し
ま
す
。
保
育
園
を
利

用
す
る
保
護
者
の
多
く
が
病
児
保
育
室
の

整
備
を
望
ん
で
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は

子
育
て
支
援
と
し
て
病
児
保
育
室
の
設
置

を
進
め
て
い
て
、
人
口
一
〇
万
当
た
り
一

つ
の
病
児
保
育
室
を
つ
く
る
予
定
で
す
。

病
気
の
子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
の
で
、
部

屋
の
種
類
や
広
さ
、
病
児
二
人
に
看
護
師

ま
た
は
保
育
士
一
名
以
上
の
配
置
な
ど
の

国
の
詳
細
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の

病
児
保
育
室
は
小
児
科
医
院
に
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
病
気
の
悪
化
や
急
変
に

も
対
応
可
能
で
す
。
現
在
、
広
島
市
で
は

各
区
に
一
つ
の
病
児
保
育
室
が
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
（
東
区
は
府
中
町
の
病
児
保
育

室
に
委
託
）。
広
島
市
以
外
で
も
福
山
市
、

呉
市
、
東
広
島
市
、
廿
日
市
市
な
ど
に
も

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
病
気
の
時
に
は
、仕
事
を
休
ん

で
看
病
が
で
き
る
社
会
に
な
る
と
い
い
の

で
す
が
、休
め
な
い
職
場
や
職
業
の
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
企
業
も
病
児
保
育
室
の
利
用

を
推
奨
さ
れ
た
ら
、
子
育

て
支
援
の
一
つ
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
病
児
保
育
室

に
限
ら
ず
多
様
な
子
育
て

の
支
援
体
制
が
で
き
て
い

く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

「
病
児
保
育
室
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

広
島
市
医
師
会
理
事

も
り
小
児
科
院
長

森

美
喜
夫

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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